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Jレ クションの本構造を反映した資料群の構成方法

中間ノードをN '一 フノードを■とすヨ=~~｀

卜｀、卜、

ルートノートから以下の処理を再崎的に適用する.

makoCroupr「卜資料群を構成する関数とする。
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第 10回 画像ミュージアム研究会 講 演募集

画像ミュージアム研究会では 画 像電子技術の博物郎応用 な らびにディジタル投rj

を利用しての博物館情報の流通に必要な技術の研究成果を集め 情 報交換を行う場を提供

しています こ のたび 以 下の要領で第 10回 画像ミュージアム研究会を開催いたします

皆様の韓演の応募をお待ちいたします

テーマ 博物館情報の高度利用

博物壊資料画像の入力と表示技術

CC VRな どの画像生成技術のミュージアム応用

博物姫情報の記述 nE通 に関わる技術

等

2012年 3月 2日 (金)1300～ 1700(時 刻は予定)

国立歴史民俗博物館

〒2858502千 薬県佐倉市城内町 117

httpフいコィ‐rethar.取 jノ

国立歴史民俗博物距共同研究 「デジタル化された歴史研究情報の高度利用

に関する研究J

5 0 0円

講演時間は質疑応答を合めて30分 程度です 8ペ ージ以内の予静を用意し

てくださ↓、 様式は自由です 使 用言語は 日 本語または英語とします

原則として 共 著者に画像電子学会の会員を含むこととします

2011年 12月 22日 (木 )ま でに 「第 10回画像ミュージアム研究会議長申

込みJと 表記の上 下 記事項を記載し 学 会専務局まで■maliま たはさミ

によりお申し込み下さい

題名

発表者 氏 名 勤 務先 会 員番号 (複数名のときは発表者にO印 )

請演者連絡先 B mallお よび電話器号

2012年 2月 15B(水 )ま でに学会事務局までご提出ください

画像電子学会事務局

E mal i litakM】 ioo erg

T E  L  i 0 3  5 6 1 5 2 D 3   F  A X  1 0 3  8 6 1 S閉 0 4

〒1160002東 京都荒川区荒1三 丁目35番 4

ライオンズマンション三河島第二 101号 室

瞬磁日

場所

協賛

資料代

講演形式

応雰貫搭

申込方法

予稿補切

申込先




